
093

住　所 〒561-0823
 豊中市神州町2-35
T E L 06-6333-5971
F A X 06-6333-3387
設　立 昭和22年2月1日
資本金 4,800万円
従業員 97名
代表取締役社長　國貞 眞司

『
塩
化
リ
ン
』国
内
シ
ェ
ア
ト
ッ
プ

化
学
技
術
へ
の
探
求
心
は

常
に
ひ
ろ
が
る

三
國
製
薬
工
業 

株
式
会
社

■主な事業内容

当社のものづくり
セールスポイント

医薬品、工業薬品、食品添加物の
製造・販売、健康補助食品の販売

■主な取引先
大手医薬品・化学品メーカー 等 塩化リンを用いた、無機および有機塩化リン化合物の

合成技術は当社の強みです。製品である『三塩化リン』
『オキシ塩化リン』を用いた「化学反応」を得意として
います。また、これらの合成技術を応用して医薬品中
間体の製造に繋げています。

『リン化合物』製造の経験と実績、
その合成技術は当社の強み

代表取締役社長  國貞 眞司 さん

他社に
は

負けな
い三國製薬工業株式会社

http://www.mikuni-seiyaku.co. jp

Company Profile

コスト
相  談

納  期
相  談

オンリー
ワン技術

メイドイン
ジャパン

試作可
小ロット

量  産
対  応

高
い
シ
ェ
ア
を
誇
る
製
品
群

『
塩
化
リ
ン
』
の
合
成
技
術
は

経
験
と
実
績
が
強
み

　

創
業
60
有
余
年
を
迎
え
た
、
リ
ン
化
合
物

を
主
体
と
す
る
化
学
品
メ
ー
カ
ー
の
三
國
製
薬

工
業
。
特
に
、
売
上
の
約
半
分
を
占
め
る
、『
塩

化
リ
ン
（
オ
キ
シ
塩
化
リ
ン
、
三
塩
化
リ
ン
、

硫
塩
化
リ
ン
）』
に
お
い
て
は
、
国
内
で
、
大

手
メ
ー
カ
ー
２
社
を
含
む
３
社
が
製
造
す
る
の

み
で
、
同
社
は
そ
の
国
内
シ
ェア
ト
ッ
プ
を
誇
る
。

そ
の
他
に
も
、
国
内
シ
ェア
１
０
０
％
の
製
品―

『
Ｐ
Ｎ
Ｂ
Ｃ
』　
『
Ｔ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
』　
『
硫
塩
化
リ
ン
』

『
1,3 －

Ｐ
Ｂ
Ｏ
』
等
の
製
品
が
複
数
存
在
す
る

と
い
う
生
産
技
術
を
持
つ
、
力
強
い
企
業
だ
。

　

で
は
、
高
い
割
合
の
シ
ェ
ア
を
持
つ
に
は
、
ど

う
し
て
い
る
の
か
。「
我
社
は
、
研
究
開
発
分

野
に
25
％
を
超
え
る
人
材
を
投
入
し
、
生
産

技
術
に
は
多
く
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
保
持
し
て
い
ま
す
。

独
自
開
発
の
設
備
を
は
じ
め
、
産
学
連
携
に

も
注
力
し
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
製
品
を
創
る
こ
と

を
常
に
念
頭
に
置
い
て
い
る
の
で
す
。
受
注
の

度
に
新
し
い
プ
ラ
スα
の
工
夫
を
入
れ
る
。
そ

れ
が
大
事
」
と
國
貞
社
長
。
こ
れ
こ
そ
が
同
社

の
技
術
向
上
の
軸
と
な
り
、
企
業
自
体
の
揺
る

が
ぬ
上
昇
思
考
へ
と
繋
が
って
い
る
よ
う
だ
。

　

中
で
も
注
目
す
べ
き
は
、
独
自
開
発
の
製
造

設
備
。
プ
ロ
セ
ス
設
計
か
ら
、
設
備
発
注
、
建

設
等
も
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
会
社
に
頼
ら
ず
、

で
き
る
限
り
自
社
で
作
り
上
げ
る
と
い
う
。
そ

ん
な
現
場
の
苦
労
が
糧
と
な
り
、
良
製
品
に
結

び
つ
い
て
い
る
。
ま
た
、
20
数
年
前
か
ら
Ｉ
Ｔ
を

導
入
し
、
コ
ン
ピ
ュー
タ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
行
っ

て
い
る
。
日
常
業
務
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
水

島
工
場
で
は
、
プ
ロ
セ
ス
コ
ン
ピュー
タ
の
導
入
に

よ
る
24
時
間
稼
働
が
実
現
し
て
い
る
。

資
源
は
有
限

〝
も
っ
た
い
な
い
〞精
神
が

会
社
を
支
え
る

　
「
仕
事
を
通
じ
て
、
よ
り
善
い
社
会
を
作
り

ま
し
ょ
う
」
の
経
営
理
念
の
も
と
、
地
球
上
の

有
限
な
資
源
を〝
も
っ
た
い
な
い
〞の
精
神
で
有

効
に
利
用
す
る
。
そ
れ
が
、
未
来
の
会
社
を

支
え
る
ビ
ジ
ョン
だ
と
い
う
同
社
。

　

実
際
、
主
力
製
品
『
塩
化
リ
ン
』
の
原
料

で
あ
る
『
黄
燐
』
の
確
保
は
大
き
な
テ
ー
マ
で

あ
る
と
言
え
る
。
天
然
の
リ
ン
は
化
石
燃
料
と

同
じ
く
、使
い
切
る
と
な
く
な
る
資
源
の
ひ
と
つ
。

そ
ん
な
原
料
を
全
量
輸
入
に
依
存
し
て
い
る
日

本
に
お
い
て
、
原
料
確
保
は
切
実
な
問
題
な
の

だ
。〝
リ
ン
回
収
技
術
〞を
確
立
し
、
有
限
の
資

源
を
確
保
す
る
た
め
、
独
自
に
リ
ン
の
回
収
、

リ
サ
イ
ク
ル
技
術
の
研
究
を
大
学
の
研
究
者
と

共
に
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
環
境
問
題
と
常
に

向
き
合
う
化
学
薬
品
製
造
業
だ
か
ら
こ
そ
、

産
業
廃
棄
物
の
削
減
や
、
環
境
負
荷
への
低
減

に
努
め
る
こ
と
で
社
会
的
責
任
と
使
命
を
果
た

し
た
い
と
い
う
。

　
「
リ
ン
が
無
け
れ
ば
人
間
は
死
ん
で
し
ま
う
。

そ
れ
を
阻
止
す
る
の
が
我
々
の
役
目
」。
危
険

な
リ
ン
化
合
物
と
毎
日
向
き
合
い
、
安
全
に
最

大
の
注
意
を
図
り
な
が
ら
操
業
す
る
三
國
製

薬
の
も
う
一つ
の
軸
は
、
そ
ん
な
社
会
貢
献
へ
の

思
い
か
ら
も
窺
え
る
。

最新のリンNMR分析装置

製造工場では各種反応釜が稼働。“安全第一”を掲げ操業している

化
学
・
樹
脂

医
薬
品
・
工
業
薬
品
の
製
造
等

三
國
製
薬
工
業
株
式
会
社
　
　
豊
中
市

092

化
学
・
樹
脂

有
機
化
学
薬
品
の
製
造

大
八
化
学
工
業
株
式
会
社
　
　
大
阪
市 

中
央
区

住　所 〒541-0046
 大阪市中央区平野町1-8-13
 平野町八千代ビル
T E L 06-6201-1455
F A X 06-6232-3545
設　立 昭和12年6月23日
資本金 8億2,500万円
従業員 270名（子会社への出向社員を含む）
代表取締役社長　　川 均

見
え
な
い
け
れ
ど
側
に
い
る

素
材
を
進
化
さ
せ
る

可
塑
剤・難
燃
剤・金
属
抽
出
剤

大
八
化
学
工
業 

株
式
会
社

■主な事業内容

当社のものづくり
セールスポイント

可塑剤、難燃剤を主とする、
有機化学薬品の製造販売

■主な取引先
大手自動車メーカー、大手電機
メーカー、化学製品メーカー、紡
績メーカー 等

リン系難燃剤・可塑剤において、国内トップメーカーと
して、常に時代のニーズを捉え、お応えするのが我々
の使命です。暮らしの中のあらゆる場所で応用される
樹脂に、新たな機能や価値をもたらす添加剤を幅広く
活用してください。

私たちは、あらゆる産業の
プロダクト・ソリューションパートナーです

他社に
は

負けな
い大八化学工業株式会社

http://www.daihachi-chem.co. jp

Company Profile

コスト
相  談

納  期
相  談

オンリー
ワン技術

メイドイン
ジャパン

試作可
小ロット

量  産
対  応

海  外
発注可

企画力
自信有

代表取締役社長  　川 均 さん

世
界
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア

リ
ン
系
難
燃
剤
で〝
燃
え
な
い
〞安
心
を

　
見
え
な
い
け
れ
ど
側
に
い
る『
添
加
剤
』を
、あ
ら

ゆ
る
産
業
に
安
定
供
給
し
て
い
る
大
八
化
学
工
業
。

創
業
以
来
、培
っ
て
き
た
エ
ス
テ
ル
合
成
技
術
を
応

用
し
、さ
ま
ざ
ま
な
製
品
を
生
み
出
し
て
き
た
。

　

暮
ら
し
の
中
で
樹
脂
製
品
が
あ
ふ
れ
て
い
る
現

代
。本
来
、樹
脂
は
非
常
に
硬
く
融
通
が
利
き
に

く
い
素
材
で
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
？
そ

ん
な
樹
脂
を
使
い
勝
手
良
く
変
え
て
し
ま
う
の

が
、『
可
塑
剤
』と
言
わ
れ
る
添
加
剤
だ
。塩
化
ビ

ニ
ー
ル
や
写
真
フ
ィ
ル
ム
、食
品
包
装
用
ラ
ッ
プ
フ
ィ

ル
ム
と
いっ
た
柔
軟
性
の
あ
る
樹
脂
に
利
用
さ
れ

て
い
る
。今
や
そ
ん
な
合
成
樹
脂
は
、あ
り
と
あ

ら
ゆ
る
製
品
に
使
用
さ
れ
、街
の
至
る
所
で
手
に

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

そ
し
て
近
年
よ
く
み
る〝
燃
え
な
い
〞と
い
う
安

心
と
安
全
を
謳
っ
た
製
品
、エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
や
、ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
に
添
加
さ
れ
る
の

が『
難
燃
剤
』だ
。パソ
コ
ン
を
は
じ
め
Ａ
Ｖ
家
電
や

Ｏ
Ａ
機
器
等
に
使
用
さ
れ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、家
具
、

車
の
シ
ー
ト
部
材
、住
宅
設
備
に
多
く
含
ま
れ
る

ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
に
利
用
さ
れ
る
。こ
れ
ら
に
共
通

し
て
い
る
の
は
、非
常
に
燃
え
や
す
い
素
材
で
あ
る

こ
と
。不
可
燃
素
材
に
進
化
さ
せ
る『
難
燃
剤
』

の
応
用
範
囲
は
非
常
に
大
き
く
、世
界
的
な
ニ
ー

ズ
が
あ
る
。

性
質
が
良
く
似
た
も
の
を

分
離
・
抽
出
す
る
化
学

　

現
在
、情
報
通
信
機
器
を
は
じ
め
と
す
る
電

子
材
料
の
製
造
に
欠
か
せ
な
い
レ
ア・メ
タ
ル
。世

界
中
で
そ
の
需
要
が
伸
び
て
い
る
の
は
周
知
の
通

り
だ
。

　

そ
の
な
か
で
も
、レ
ア・ア
ー
ス（
希
土
類
）と
言

わ
れ
る
17
元
素
は
、コ
ン
デ
ン
サ
や
強
力
な
磁
石
や

発
光
体
な
ど
に
優
れ
た
性
質
を
発
揮
す
る
。と

こ
ろ
が
、17
の
元
素
は
い
ず
れ
も
性
質
が
類
似
し

て
い
る
た
め
、同
じ
鉱
石
中
に
混
合
産
出
さ
れ
た

後
の
単
体
分
離
が
困
難
。こ
れ
を
分
離・抽
出
す

る
の
に
、複
数
の
金
属（
元
素
）を
イ
オ
ン
の
状
態

で
含
ん
だ
水
溶
液
と
接
触
さ
せ
、条
件
を
調
整

す
る
こ
と
で
特
定
の
金
属
イ
オ
ン
の
み
を
有
機

相
に
取
り
出
す
の
が
、同
社
の『
金
属
抽
出
剤
』だ
。

　

レ
ア・ア
ー
ス
の
分
離・抽
出
の
み
な
ら
ず
、携

帯
電
話
の
リ
チ
ウ
ム
電
池
や
、回
路
基
板
等
に
含

ま
れ
る
そ
の
他
の
レ
ア・メ
タ
ル
に
お
い
て
も
効
率

的
に
分
離・抽
出
行
う
た
め
に
使
用
さ
れ
、こ
れ

ま
で
の
鉱
石
か
ら
の
精
製
に
加
え
、リ
サ
イ
ク
ル

で
の
活
用
を
期
待
さ
れ
て
い
る
。

環
境
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る

そ
れ
は
、我
々
の
使
命
だ

　

経
済
構
造
が
大
き
な
転
換
期
に
あ
る
状
況

下
で
も「
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
確
実
に
応
え
、高
品

質
を
維
持
す
る
」こ
の
使
命
を
胸
に
、２
０
１
１

年
１
月
に
は
、創
業
の
地
で
あ
る
東
大
阪
に『
大

阪
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
』を
新
設
。研
究
開
発
者

を
集
約
し
、地
球
環
境
に
対
応
し
た
製
品
開
発

を
行
って
い
る
。

　

化
学
物
質
を
扱
う
企
業
と
し
て
、環
境
保
全

の
取
り
組
み
に
も
注
力
。環
境・安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
と
し
て『
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル・ケ
ア
』と
い
う
、全
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
の「
環
境・安
全・健
康
」を
確
保
し
、

社
会
信
頼
性
と
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
深
め
る
自

主
的
な
管
理
活
動
に
も
積
極
的
だ
。〝
素
材
を
進

化
さ
せ
る
〞先
端
化
学
企
業
は
、大
正
８
年
創
業

の
老
舗
と
し
て
、今
も
な
お
、そ
し
て
こ
れ
か
ら

も
、走
り
つ
づ
け
て
い
く
。

『大阪技術開発センター』創業の地である
東大阪に新設

研究開発者を集めたセンター内では、未来へ素材を進化させる研究開発を行っている




